
障がいを理由とする差別解消の推進に関する
条例の制定について

令和８年７月2９日（水）

燕市障がい者自立支援協議会

資料番号６



１ 障がい者差別解消法（内閣府資料より抜粋）
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２ 新潟県障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例（令和7年4月1日施行）
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⇒これまでの障がい者基本計画における差別解消推進の取り組みをさらに深化させ、地域共生社会の実現に向け
た取り組みを加速させるために条例を制定したいと考えています。

３ これまでの取り組みと条例制定のねらい

誰
も
が
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
助
け
あ
い
、
共
に
生
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

（１）地域の中で
安心して
健やかに暮らせる
まちづくり

（２）共に学び、
共に働き、
共に活動できる
まちづくり

（３）支え合いにあふれ、
共に生きる
まちづくり

基本理念 基本目標 施策の方向性（基本施策）

⑥ 成年後見制度利用の促進

① 雇用・就労、経済的自立支援
の推進

② ｽﾎﾟｰﾂ・文化活動の促進

③ 保育・教育体制の充実

① 障がいに対する理解促進

② ボランティア・支え合い活動の促進

③ 地域生活支援事業の充実

④ 相談支援体制の機能強化

① 障がい福祉サービスの充実

⑤差別の解消及び虐待の防止・対応
強化

② 障がい児等支援体制の充実

⑨ 情報提供の推進

⑩ 意思疎通支援事業の推進

⑦ 障がいのある人の健康づくり

⑧ 保健医療等関係機関との連携

⑪ 生活環境の整備

⑫ 防災・防犯体制の整備

燕市障がい者基本計画
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【制定にあたって】

【参考】新潟県障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例の内容（県資料より抜粋）
（１）方針 障害者差別解消法で対応できないことを中心に規定
（２）条例に規定する主な内容 ①相談しやすい環境や紛争解決の仕組みの一層の整備に関すること

②県民意識の向上や社会全体の機運醸成に関すること

①障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律及び新潟県障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例を踏まえて規定します。

項目
令和8年
７月

8～１1月
令和９年
２月

７月 10月 12月
令10年
1月

２月 ３月

障がい者
自立支援
協議会

協議①
〇方向性共有

協議②
〇骨子の
検討

協議③
〇素案の
検討

協議④
〇素案の
検討２

協議⑤
〇素案の
検討３

協議⑥
〇条例案
（最終協議）

市民アン
ケート、パブ
コメ

【再掲】
障がい福祉計
画アンケート

調査

地域福祉計
画アンケート
調査（８月）

議会への
説明・報告

条例案

提出
素案

の説明

【制定までのスケジュール（案）】

②障がい当事者や団体の代表、福祉サービス関係者などで構成する「燕市障がい者自立支援協議会」において協議を行います。
【参考】新潟県、加茂市ともに協議の場で6回協議

③広く市民等の意見を聞くために、アンケート調査やパブリックコメントを実施します。

④「障がい」は誰しもが負う可能性があることや「障がいのある人が直面する困り事は社会や環境に起因するもの（障がいの社会モデル）」
という考え方を浸透させるなどして、自分事として捉えてもらう意識を醸成することを目指します。

条例

パブコメ

※現時点での日程（案）であり、前後する場合があります。

４ 条例制定の方向性とスケジュール

企業アン

ケート

（年度内）
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調査 対象 設問予定 時期

障がいを理由とする差別の解
消の推進に関する条例

燕市障がい者基本
計画・第８期燕市障
がい福祉計画・第４
期障がい児福祉計
画策定に関するア
ンケート調査

障がい児者
（1,000人）

設問数：３～４問
設問概要：
・障がい者差別解消法の認知（者のみ）
・差別等を受けたことがあるか
（ある場合は受けた場所や場面）
・相談窓口の認知
・障がいのある人もない人も共に地域で
生活するために必要なこと

R8年７月

地域福祉計画
策定に関する
アンケート調査

市民
（1,000人）
※18歳以上

設問数：２問程度
設問概要：
・障がい者差別解消法の認知
・障がいのある人もない人も共に地域で
生活するために必要なこと

R8年8月
（予定）

企業等への
アンケート調査
（商工振興課メルマ
ガや商工会議所等
を通じて依頼）

市内企業

設問数：５問程度
設問概要：
・障がい者差別解消法の認知
・障がいのある人への合理的配慮の
提供について
・障がい者雇用の状況や考え方について
・障がいのある人もない人も共に地域で
生活するために必要なこと など

R8年11月
以降
（年度内予定）

※上記に加え、広く市民の方の意見を聞くために、パブリックコメントを実施します。

５ アンケート調査
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【参考】三条市ともまち条例
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【参考】加茂支えあい条例
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